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1. はじめに 

企業経営において、成功を収めるためには明確な指針が必要である。その指針となるのが、企

業のミッション（使命）、ビジョン（将来像）、長期目標である。これらを明確に定めないまま事業

戦略を策定すると、一貫性を欠いた短期的な施策に流されやすくなり、持続的成長を実現する

ことが難しくなる。 

また、戦略と戦術の関係も極めて重要である。戦略は企業が目標を達成するための包括的な

方針であり、戦術はそれを実行するための具体的な手段である。戦略が定まっていない状態で

戦術を考えると、場当たり的な施策になり、成果につながらない可能性が高まる。 

さらに、事業の進捗や成果を評価するためには、適切な KPI（Key Performance Indicators：重

要業績評価指標）を設定し、継続的に測定・管理することが不可欠である。KPIを用いることで、

企業は戦略の効果を客観的に評価し、必要に応じて改善策を講じることができる。 

本稿では、企業がミッション・ビジョン・長期目標を明確にすることの重要性、戦略と戦術を適切

な順序で策定する意義、そして KPIを活用したパフォーマンス管理の重要性について詳述す

る。 

 

2. 企業のミッション・ビジョン・長期目標の重要性 

2.1 ミッション・ビジョン・長期目標の定義 

• ミッション（Mission）： 企業の存在意義や社会的役割を明確にしたもの。何のために存在する

のか、どのような価値を提供するのかを示す。 

• ビジョン（Vision）： 企業が将来的に達成したい姿や目標を示す。長期的な視点で企業の方向

性を描く。 

• 長期目標（Long-term Goals）： ビジョンを実現するために設定される具体的な目標。中長期

的な成長戦略の基盤となる。 

2.2 ミッション・ビジョン・長期目標を明確にするメリット 

1. 企業の方向性が統一される 

経営陣から従業員に至るまで、全員が共通の目標を持つことで、組織全体の一体感が生まれ

る。意思決定の際にも、ミッションやビジョンに沿った判断がしやすくなる。 

2. 企業文化の形成とブランド価値の向上 

企業の理念が明確であることで、独自の企業文化が育ち、ブランド価値が高まる。特に顧客や

投資家に対する信頼を築くうえで重要である。 
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3. 戦略のブレを防ぐ 

長期目標がないと、短期的な利益に目を奪われ、場当たり的な経営になりがちである。長期目

標を明確にすることで、戦略が一貫性を持ち、持続可能な成長が可能となる。 

3. 戦略と戦術の適切な順序の重要性 

3.1 戦略と戦術の違い 

• 戦略（Strategy）： 企業がビジョンや長期目標を達成するための基本方針。市場環境や競争状

況を踏まえて策定される。 

• 戦術（Tactics）： 戦略を実行するための具体的なアクションプラン。マーケティング施策、営業

手法、製品開発計画などが含まれる。 

3.2 戦略が先、戦術が後であるべき理由 

1. 全体最適の視点で意思決定ができる 

戦術を先に決めると、個々の施策がバラバラになり、組織全体としての統一感が失われる。戦略

を先に策定することで、各施策が相互に補完し合い、最大限の効果を発揮できる。 

2. リソースの最適配分が可能になる 

限られた人的・資金的リソースを有効に活用するためには、優先順位を明確にすることが重要

である。戦略を明確に定めることで、重要な領域に重点的にリソースを配分できる。 

3. 短期的な施策に流されにくい 

短期的な市場変動や競争圧力に対処するために場当たり的な戦術を取ると、長期的な成長が

損なわれる可能性がある。戦略が確立されていれば、こうした短期的な影響に左右されにくくな

る。 

 

4. KPIによるパフォーマンス管理の重要性 

4.1 KPI とは 

KPI（Key Performance Indicator）は、企業の目標達成度を測るための指標である。適切な KPI

を設定し、定期的に測定することで、戦略の効果を可視化し、適切な改善策を講じることができ

る。 

4.2 KPI の重要性 

1. 成果の客観的評価が可能になる 

KPIを設定することで、業務の成果を数値化でき、主観的な判断に頼ることなく評価が可能にな

る。 
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2. 意思決定の精度が向上する 

KPIのデータを分析することで、事業戦略の修正や新たな施策の立案に役立つ。事実に基づ

いた意思決定が可能になる。 

3. 組織のモチベーション向上 

明確な目標と指標があることで、従業員は自らの業務の成果を実感しやすくなる。適切なフィー

ドバックを行うことで、モチベーションの向上につながる。 

4.3 適切な KPI の選定方法 

1. 企業の戦略との整合性がとれているか 

KPIは戦略と連動していなければ意味がない。例えば、収益拡大を目標とするなら「売上成長

率」、顧客満足度向上を目指すなら「NPS（Net Promoter Score）」などが適切な指標となる。 

2. 測定可能であるか 

定量的に測定できる指標を設定することで、進捗管理がしやすくなる。 

3. 定期的に見直す 

事業環境の変化に応じて KPIを調整することが重要である。適切な評価ができているかを継続

的に検証する必要がある。 

 

5. まとめ 

企業のミッション・ビジョン・長期目標を明確にすることは、持続可能な成長のための第一歩であ

る。それに基づき、戦略を策定し、その後に戦術を決めることで、組織の方向性がブレることな

く、一貫性のある経営が可能となる。さらに、適切な KPIを設定し、継続的にパフォーマンスを

測定・改善することで、企業の成長を確実なものにできる。以上のプロセスを適切に実行するこ

とが、成功する企業経営の鍵となる。 


